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発行：宮崎県楠の会 ＮＰＯ法人ＫＨＪ全国ひきこもり家族会連合会 

 

  

 １０月３１日、第６０回宮崎県精神保健

福祉大会が、都城総合文化ホールにおいて

開催され、今年度の精神保健福祉事業功労

者として宮崎県精神福祉連絡協議会会長表

彰を受けました。この日は、都城支部で代

表をしている堀江さんに、出席していただ

きました。 

 ２０年間、ひきこもりの家族が手を繋

ぎ、先の見えない中、一歩一歩と歩んでき

たことを顕彰していただけたことは、嬉し

い限りです。これからも力を合わせて、活

動を続けていきたいと思います。 

祝!!  
令和２年度の精神保健福祉事業功労者とし

て「宮崎県楠の会」が表彰されました。 

 １２月の例会は、お休みにいたします。 
    

 11月の講演会には、都城、宮崎とたくさんの方々の参加があり、熱心に伊藤代表  

 の話を聞いてくださいました。伊藤代表はコロナの中、米沢市から車で仙台空港⇒大

阪空港⇒宮崎と、東京を通らずに来てくださいました。2日間の講演のた

めに、４日間を費やされたわけです。おかげで何事もなく終了しました。 

 素晴らしい講演をしていただいた伊藤代表には、感謝・感謝です。 

１２月は、コロナの感染も広がっており、例会〈クリスマス会〉は 

               お休みにします。ご了承ください。 
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《はじめに》  
 今回は、新潟県米沢市在住の伊藤正俊さんに講演をいただきました。伊藤さんは、現在、ＫＨＪ全国ひき

こもり家族会の共同代表であり、ＮＰＯ法人から・ころセンター理事長、さらには、国や全社協の各種委員

などを務めておられます。たいへんお忙しい中、ご来県いただき、１１月１４日は都城市、１１月１５日は

宮崎市でご講演いただきました。 

 まずは、自己紹介を兼ねて、なぜひきこもりに関わって来られたのかを、詳しく説明いただきました。 

《活動の動機》 
・６人家族で、上から３番目の女の子が小学４年生から不登校。当時、伊藤さんは小学校の育成部長。 

 職務柄、強い登校刺激をした時期もあったとのこと。 

・そんな時、自殺のニュース。自営業でもあり、自宅にいてもよいとの考えにいたった。子どもにそれを 

 伝えたら、ホッとした様子。 

・小学校はその後も行けなかったが、中学校になってからは、近所の友達と行くことができるように 

 なった。義務教育は本人の人権が無視されているような気がした。 

・君は君のままで良いんだよという意思表示として、１５歳～１８歳の 

 間は、本人を抱きしめることにした。最初は、涙ぽろぽろ。 

 抱きしめることで、信頼関係を築けた。 

《活動の経緯》 
・平成１２年、教育庁へ不登校やひきこもりの件で相談に行ったら、 

 個人の問題ではないかと言われた。 

 そこで、家族会をまとめて、合同で働きかけることにした。 

 (親の会山形県ネットワークを設立) 

・その後「居場所」を米沢市に開設。平成１８年にはＮＰＯ法人 

 から・ころセンターを設立し、若者の自立支援や親世代のサポート 

 などをすることにした。 

 平成２７年からは就労継続支援Ｂ型事業所、計画相談支援事業所を立ち上げた。 

《活動の現状》 
・米沢市は、平均降雪量が１メートル。空き家を月５万円で借りた。月１回の家族会。若者の居場所と 

 して活用。若者に鍵を預けた。４人が寝泊まりをしていた。今はその４人はみな卒業。 

 相談活動なども行う中で、昼夜を分かたず電話があり、仕事にも支障が出てきた。専門的な知識も必要。 

・そこで、からだとこころという意味で、「から・ころセンター」を設立。会の運営のためにも収益事業 

 を行うこととした。料理の配達業務である。生協やワタミも配達弁当があったが、飽きて注文しなく 

 なった。そこで、「お母ちゃんの料理」を届けることにした。飽きの来ない田舎料理。すべて手渡しし、 

 安否確認も行った。現在、コロナ禍で個別の配達も増えてきている。 

・その後、後継者がいない「謙信煎餅」の事業を受け継ぎ、営業。 

 売れさえすれば確実にもうかる。 

・ひきこもりの子どもたちに運営してもらっているが、すぐ疲れる 

 ので、午前と午後に分けたり、子どもたちに合わせて事業をやって 

 いる。最近では、頼まれてゴミ収集業務なども行っている。 

《当事者に合わせた就労》 
・ひきこもりの子たちは、疲れやすい。大きな風船の上でバランスを 

 とりながら日常生活を送っている状態。心の仲は常に緊張状態にあ 

 る。体と心が異常に反応してしまう。 

 対人恐怖のある若者も多い。 

 

  
 「ひきこもりの家族が明るい希望を持てるために」 
           講師：伊藤 正俊さん 
        (NPO法人KHJ全国ひきこもり家族会 共同代表)              

都城講演会は20名の参加がありました 

都城会場での伊藤代表 
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★都城支部だり 
   

 ■令和２年１２月の「都城例会」は 
   《日時》 １２月８日(火)  

        13時30分～１５時30分 
   

《会場》 都城市社会福祉協議会 

 

申込み・詳細は堀江さん  090-4581-5152 

宮崎県ひきこもり地域支援センター

（宮崎県総合保健センター４階精神保健福祉センター内）     

  〒880-0032 宮崎市霧島１丁目１－２ 

 専門の相談員が常駐し、親身になって相談に応じ

てくれます。楠の会会員も多数相談に訪れていま

す。みなさんも、一度足を運んで見られてはいかが

でしょうか。 

■電話相談   

  ０９８５－２７－８１３３ 

  ０９８５－４４－２４１１ 

   ※受付時間 ８：３０～１７：００ 

■来所相談 電話相談の後、予約して来所。 

■訪問支援 本人の状況や気持ちに合わせます。 

■家族教室開催 各地保健所 

一度登録すれば、親に何かあった時、必ず相

談に乗ってもらえます。勇気を出して相談に

行きましょう。秘密は厳守されます。 

ＫＨＪ宮崎県楠の会・居場所のお知らせ 
  

 宮崎県楠の会では居場所を開設しています。  

    皆さんの参加お待ちしてます。 

  

◆対 象 ひきこもり、ニート、発達障害、   

     精神障害等生きづらさを感じている  

     当事者、経験者のみなさん。 

 

◆日 時         ｐｍ２時～５時  

 

◆会 場 南宮崎駅前アーケード内  

     レインボー教室内 

    (宮崎市大淀4丁目5-25) 

◆担当者 下り藤
さがりふじ

 さん 

   

◆問い合わせ・連絡先  090-5385-7651 

 12月19日(土) 

★日南支部だより 
   

 ■令和２年12月の「日南例会」は 
    《日時》 12月19日(土)  

         13時30分～１５時30分 

     《会場》 まなび ピア (木山２丁目)  

           電話 0987-23-3777 

      申込み・詳細は渡辺さんまで・・・。 

                090-1098-1403 
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(前ページから) 

・ひきこもりは、社会全体の問題であり、地域課題でもある。 

・ひきこもりの実態の理解や、激しく移り変わる世の中で、揺るがない「生きる権利」を他の民間団体 

 とも連携しながら、むつかしいことではあるが、社会へ伝えるようにしている。 

《実態調査結果から》 
☆本人の高年齢化傾向 

・２６．６歳 ⇒ ３５．２歳 (2002年から８．６歳上昇) 

・４０代の比率は３１．３％ 

☆長期化傾向 

・平均期間 １２．２年(過去最高) 

・４０歳以上は平均１８年 

☆家族の高年齢化 

・親の平均年齢 ６５．９歳 (約６歳上昇) 

・家族の心労の高まり 

《家族支援の重要性》 
・８０－５０問題は家族の孤立から 

・本人が動けない中、まず動き出す家族を支援する。 

・ひきこもりは、男性が多い？女性もかなり多いが見えにくい。から・ころでは、女性の会も月２回し 

 ている。 

・から・ころセンターの最重要課題は、おしゃべり。おしゃべりすることが第一目標。 

 就労、生活自立は次の段階。 

・自分の気持ちを言葉にすることで、人生が変わる。何歳になっても変わることができる。 

 本人を孤立させない。 

《制度の狭間にあるひきこもり支援》 
・ひきこもり対策推進事業 ～ 概ね３９歳までとしている(９都道府県) 

・生活困窮者自立支援法 ～ 収入要件、利用期間が壁に 

・子ども・若者育成支援推進法 ～ ４５歳以上は支援対象外 

・障害者総合支援法 ～ 医療受診、障害認定の無いひきこもりは、支援対象外に 

・条件があるのでなかなか支援につながっていないのが現状～ＳＯＳをあきらめてしまう 

《8050世帯の発見》 
・８０５０世帯の発見は、高齢者支援からが多い。 

・地域包括支援５９％、保健師４２％、ケアマネージャー３７％ 

・ひきこもり状態が確認できても、本人が支援・関わりを求めておらず、家族も積極的ではないケースに 

 ついては、なかなか関わることが難しい。 

《訪問活動》 
・本人は会いたくないというのが大前提。 

 訪問に必要な見立てと下地づくりが必要。 

・家族の見立ては、ひきこもりです。本人は、ひきこ 

 もりなんかじゃない。 

・親子が緊張状態のタイミングでは、訪問する人は 

 すべて、親の味方であると認識され、本人の拒絶や 

 警戒が強まる。 

・訪問しても会わないでいてくれることへの信頼感が 

 まず必要。 

・アウトリーチをひきこもり者は非常に嫌う。 

 しかし、家族ではやれないことも、他人だとできる 

 こともある。 

・ひきこもり者は、だいたい２階にいる。無理して会お  

 うとしない。訪問者の顔写真と自己 紹介、 

 プロフィールを置いておく。(次ページへ) 
宮崎会場での伊藤代表 
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・自己紹介書は、びりびりに破いてあることが多い。これは、無視していないことだから大成功である。 

 会わない場合も、手紙などのコミュニケーションを継続して、本人のタイミングで連絡をとる。 

・ノックの仕方にもコツがある。音は聞こえるようで、聞こえないようにノックする。 

「２～３ｃｍ、開けてもらえませんか？」。なかなか開けてくれませんが、ファーストコンタクトは、 

 仮に３ｃｍ開けてくれても、ドアは開けずに、じゃーねと、何にもせずに帰る。 

・次は、「声、聞かせて」。「こんにちは」と声をかける。みんな真面目。 

 安心すると、声を返してくれる。しかし、部屋には絶対入らない。氷がとけてきたら、会う。 

 ていねいに、丁寧に会う。 

・居場所に連れて行っても、ゆっくり、ゆっくり。無理しない。楽しそうにゲームしているところや、 

 麻雀やっているところへ連れて行っても、最初は見学。隅っこに正座している。 

・ピア(元当事者)の方の存在は有効。力は大きい。ピアの方も、自分が役立つことで自己肯定感に 

 つながる。 

 ※ 非常に残念だが、問題のあるひきこもり支援施設もある。「すぐ解決。１００％解決。しっかり 

  したプログラムで自立支援」のうたい文句。料金は時価。法外な料金を請求されることもある。 

  ５～６人が来て連れていく。部屋では監視されていて、人権無視のところもある。 

《地域の見守りはどうすれば？》 
・家族が隠そうとする気持ちを大切にする。無理に勧めない。隠さざるを得ない心情があることを理解 

 する。一方的に相談を勧めない配慮を。 

・本人を何とかしようとするのではなく、家族全体を支えていく。本人や家族を変えようとするのでは 

 なく、家族が孤立感から解放されることが大切。 

・「ひきこもっている問題ある人」ではなく、「地域で共に生きている人」。本人、家族への見守りの 

 まなざし。 

《家族会の必要性》 
・家族が孤立と不安から脱却し、安心と希望、意欲を取り戻す場に。 

・ひきこもりについて知り、本人への関わり方の学び、体験的知識を共有する場に。 

・自尊心の回復・自己成長していく場に。 

・潜在的に孤立している家族の地域の受け皿として。家族だけで抱え込み長期化させない。 

 地域に開かれた家族会へ。 

《全国プラットフォーム会議》 
・就職氷河期支援の推進に向けた全国プラットフォーム会議に参加。 

・その際、総理大臣、担当大臣の前で意見を述べさせていただいた。 

「ひきこもり者１１５万人のうち６割近くが、４０歳～５０歳代。生きていける体制を整えてほしい。 

 就労ありきではなく、それぞれの人の状態に合わせて支援して欲しい。親に迷惑をかけ、恥ずかしい。 

 自己否定でいっぱい。ひきこもっていてもいいんだよ。生きていていいんだよとのメッセージが必要。 

 生きていける最低限の保障をして欲しい。」と意見陳述。 

・総理大臣からは、「ひきこもりの方々をはじめ、それぞれの方々の事情に応じた居場所づくりの重要性 

 や、丁寧な寄り添い支援の必要性について、改めて認識を強くした。」「これからも現場の声を伝えて 

 いただきたい。」などの前向きな言葉があった。 

《おわりに》 
・今回は、全国組織の代表の講演ということも 

 あって、支援者の出席はもとより、国や県の 

 行政の幹部の方々の出席もありました。 

・最後の質疑応答では、県の障がい福祉課の担当 

 の方や宮崎労働局の職業安定部長さんからは、 

「今後の行政に活かしていきたいので、アドバイ 

 スを」と前向きなご質問もいただき、時代の 

 流れを強く感じました。 

・また、１１月～１２月にかけて、ＮＨＫがひき 

 こもりをテーマに、特集番組を毎週連続して 

 放映する予定であり、隔世の感がいたします。 
 宮崎講演会には３２名の参加がありました 



 相談、家庭訪問  090-9603-8780 
 ◆相談電話《無料》  
 面談の方はあらかじめ植田までご予約ください。 

    ※緊急の場合はいつでもご相談ください。 

 ◆家庭訪問《有料》（アウトリーチ）を行っています。  

   ご家族としっかり面談を重ねながら行います。 

   希望者は、お電話をください。    

ニュース会員約110名 

援助会員約80名 

ホームページは 

宮崎県「楠の会」で  

KHJ全国家族会「みやざき楠の会」 

〒880-0944 

宮崎市江南４丁目９-９ 植田方 

電話   090-9603-8780(植田) 

ひきこもりの子を持つ親の会 

発行：宮崎県楠の会 
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◆「宮崎県楠の会」若者就労支援  (賃金あり)          

 ・イオンアイカルチャーの清掃 

 ・郵送作業 

 ・宮崎市の公園清掃 
       090-9573-7199 担当佐川 

公園清掃 

 郵送作業 

イオン清掃 

イオン清掃 

郵送作業をお手伝い

いただける方を 

募集中です。 

１０時から宮崎市民

プラザ３階です。 
都城 例会 

公園清掃 

公園清掃 

公園清掃 

  郵送作業 

  日程!! 

 12/25(金) 
 10時～12時 

公園清掃 
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第三派発生! 

コロナには気を付けて 

お過ごしください。 

「チュウ子」より 

公園清掃 

公園清掃 

公園清掃 日南例会 

宮崎居場所 


